
本当に必要な減災用品とは？ パーソナルな減災用品について考えるワークショップ 

（兼 関西そなえ隊 第 12回定例会）2016年 2月 24日 人と防災未来センター 

アンケート結果（18件回収／41人参加） 

 

１． この定例会をお知りになった方法を教えてください。 

・メール：８ 

・チラシ：１(人と防災未来センターにて) 

・フェイスブック：１ 

・知人：４ 

・その他：4(事務局、内部資料による、森口様よりご案内、湯井より SNS で) 

・無回答：１ 

 

２． ご参加の動機は何でしたか。 

・人と防災未来センターの取り組みの勉強および個人の知識向上 

・関西の防災最新状況を知るため、企画展も見たかった 

・グッズの情報入手など 

・興味があった（２） 

・プレゼンをさせて頂くため 

・展示していたから 

・人と防災未来センターの会場（２） 

・学びたかったので 

・支援学校、福祉作業所、福祉避難所での活用 

・減災用品に関する知識を習得するため 

・プレゼン企業の話を直接聴けるから 

・無回答：5 

※その他ご意見：三ノ宮駅からのバスターミナル乗り場が分かりづらかった 

 

３． 本日のプログラムについて満足感を教えてください。 

プログラム内容 満足←・・・→不満足 理由・感想・印象に残ったこと等 

前半・レクチャー 

５：３ 

４：12 

３：２ 

２：0 

１：0 

無回答：１ 

・ボランティアの一員としてぜひ見ておきたかった 

・各社の防災へ取組む姿勢も聴けて、実演がありよく理解できた 

・宇田川様のプレゼンをもう少し伺いたかった 

・「稲村の火」知りませんでした 

・もう少し時間がほしかった 

・グッズの使用方法が理解できた 

・企業の製品説明の時間が短すぎた 

後半・ワークショップ 

５：５ 

４：8 

３：４ 

２：0 

・今後のボランティア活動として必要になると思う 

・要援護者を演じる事で非常にリアルに困難さについて考えることができた 

・普段経験できない機会で個人的に非常に勉強になった 

・知的障がいの方なども考えるべきと認識できた 



１：0 

無回答：１ 

・条件の設定が十分でなかった 

・障がい種別での対応が違うことを知ることができた 

・もう少し時間がほしかった 

・要援護者支援は難しい 

 

 

４． プログラムを通して、「パーソナルな減災用品」への理解は深まりましたか？ 

深まった←・・→深まらない 理由・感想・印象に残ったこと等 

５：5 

４：8 

３：3 

２：0 

１：0 

無回答：2 

・非常に良い参考になった 

・知らない事、理解違いが多い事を目の当たりにし良い機会になった、仲間が増えた 

・色々な視点からの商品ラインナップを拝見できた 

・個人、組織、自治体にどれだけ普及していくかがポイント 

・他の方や学校に紹介したいものが多くあった、また教えてもらいたい 

・段ボール用途、多様化望みたい 

・質問時間、それに対する考察(あるいは回答)をもっと取って欲しかった 

 

５． 今後、期待されるプログラムやワークショップのテーマや内容がありましたら教えてください。 

・避難所開設運営をテーマに、チームで取組む図上訓練（寸劇）や実際の学校を使った防災訓練への

チームでの参加（パッケージ） 

・行政と民間とのタイアップ 

・グッズの評価。製品の説明だけでなくアイデアなど、使用及び活用方法を皆で話し合う。 

・福祉避難所へ要援護者のためのもの 

・要援護者の為に活動している方々の実践の話を聞きたい 

 

６． 関西そなえ隊定例会でのプレゼンテーションのテーマ・内容 

・吹田支援での訓練（福祉避難所開設運営訓練）の際には、各社のソフト、ハードの実演を訓練とし

てお願いしたい 

 

７． メーリングリストによる今後の催し等の案内を希望されますか？ 

・希望する：４ 

・希望しない：1 

・無回答：13 

 

※新規入隊(個人)：前川良栄（まえかわよしえ）さま 防災士・民生委員、京都府宇治市在住 

 

 

以上 

 


